
平成 28年度 健康部 重点施策・事業の進捗状況 
※長寿社会推進室・保健所については、別途、進捗状況を作成しています。 

 

 （１）「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」連携事業の推進 

 

重点施策・事業

における目標 

専門的知識を有する三師会や大学など、健康医療都市ひらかたコンソーシア

ム構成団体の連携により、市内の小中学生に対し、基礎知識の習得を目的と

した健康教育の取り組みを進めます。また、日本語が話せない外国人が、安

心して市内の医療機関を利用できるとともに、コミュニケーションギャップ

による医師の負担や診療上のリスクを軽減するため、枚方市医療通訳士登録

派遣事業を充実します。 

平成 28 年度の

取り組み 

平成 27 年度から実施してい

る健康医療キャラバン事業

は、専門的知識を有する枚方

市歯科医師会や枚方市薬剤師

会、大学などの協力により、

市内の小中学生に対し、「歯磨

き・口腔ケア」や「薬物に関

する乱用防止」などの基礎知

識習得を目的とした健康教育

の取り組みを進めます。 

また、平成 27年 6月から実施している医療通訳士登録派遣事業は、さらなる

派遣体制の安定を図り、かつ、対象言語を拡充し、本事業の充実を図ります。 

平成 28 年度当初予算：3,786 千円 

 

9 月末の 

進捗状況 

【○】 

市内の小・中学生等を対象に実施する健康医療キャラバン事業について、「口

腔ケア」と「薬物乱用」をテーマに 1件ずつ実施した。 

また、医療通訳士の増員及び対象言語の拡大を図るため、平成 28年 1月に、

第 2回医療通訳士養成講座を実施し、平成 28年 6月には新たに医療通訳士を

8人加えるとともに、対象言語に韓国・朝鮮語を追加し、実施している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （２）救急医療体制の整備 

 

重点施策・事業

における目標 

本市には、北河内夜間救急センターや枚方休日急病診療所などの初期救急医

療機関から高度救命救急を行う三次救急医療機関までが整備されており、こ

の機能を維持し、引き続き確保します。また、市立ひらかた病院整備後の有

効活用地の利用を念頭に、初期救急医療体制の再構築について検討します。 

平成 28 年度の

取り組み 

関西医科大学附属病院をはじめとする救急医療機関を支援するとともに、北

河内夜間救急センターの事務局として、年間を通じた夜間小児救急医療の円

滑な提供に努めます。また、初期救急医療体制のあり方について、関係諸団

体、諸機関との協議・調整を行いながら検討を進めます。 

平成 28 年度当初予算：277,029 千円 

 

9 月末の 

進捗状況 

【○】 

北河内夜間救急センターを毎日運営し、夜間小児救急医療を滞りなく提供し

た。枚方市・寝屋川市及び交野市域におけるドクターカー導入の検討会を枚

方寝屋川消防組合が主体となって立ち上げ、協議・調整を行いながら検討を

進めている。 

 

 

 （３）民生委員・児童委員の活動支援 

 

重点施策・事業

における目標 

市民の立場に立って相談･援助を行い、社会福祉の推進に努める役割を担う民

生委員・児童委員の選任及び活動支援を行います。 

平成 28 年度の

取り組み 

中核市移行に伴い、必要に応じて推薦要領の見直し等を行うとともに、委員

候補者の推薦から委嘱までを一貫して行います。また、現民生委員・児童委

員が平成 28 年 11 月 30 日で任期満了(任期 3年)を迎えるため、一斉改選を円

滑に行います。 

平成 28 年度当初予算：3,285 千円 

 

9 月末の 

進捗状況 

【○】 

推薦要領の見直しを行った上で、民生委員・児童委員の一斉改選における候

補者について、推薦会及び民生委員審査専門分科会で審議した後、厚生労働

大臣に対して推薦を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （４）コンビニエンスストアへの AED の設置 

 

重点施策・事業

における目標 

誰もが常時 AED を使用できる環境を整えるため、24 時間営業のコンビニエン

スストアに AED を設置するとともに、枚方寝屋川消防組合等との連携した普

通救命講習を行い、突然の心停止からの救命率向上を図ります。 

平成 28 年度の

取り組み 

平成 28 年 4 月 1 日現在、5 社 76 店舗に AED を設置しており、引き続き、未

設置店舗へ設置協力を働きかけ、設置店舗の増加を図ります。また、希望に

応じて、枚方寝屋川消防組合等と連携し、AED の使用方法等を含めた救命講

習を実施します。 

平成 28 年度当初予算：4,272 千円 

 

9 月末の 

進捗状況 

【○】 

未設置店舗へ設置協力を働きかけ、8月から設置意向調査を実施しているとこ

ろである。普通救命講習については、特に希望がなく実施していない。 

 

 
 

 （５）国民健康保険の累積赤字解消計画の進捗管理 

 

重点施策・事業

における目標 

単年度収支均衡を図ることと、一般会計から適切に繰入れを行うことで、累

積赤字解消計画を着実に進めます。 

平成 28 年度の

取り組み 

単年度収支均衡に向けた主な取り組みとして、保険料の適切な賦課と収納率

の向上、また被保険者資格の適正化を進めます。 

 

9 月末の 

進捗状況 

【○】 

収納率について、現時点での決算見込は昨年度数値を上回っている状況とな

っている。 

 
 

 （６）国民健康保険のデータヘルス計画策定 

 

重点施策・事業

における目標 

国民健康保険被保険者の疾病予防、重症化予防を図り、効果的な保健指導を

行う指針となる「データヘルス計画」を策定します。 

平成 28 年度の

取り組み 

レセプトデータと特定健診データを突合、分析し、PDCA サイクルに基づく計

画を策定します。 

平成 28 年度当初予算：1,925 千円 

 

9 月末の 

進捗状況 

【○】 

今年度中の策定に向け、データヘルス計画における基本方針及び構成につい

て検討を行っている。 

  



 （７）若年層からの健康意識向上に向けた取り組み 

 

重点施策・事業

における目標 

国民健康保険の特定健診対象前の若年層に対して、健診への意識啓発を行い、

生活習慣病を早期に予防します。 

平成 28 年度の

取り組み 

35 歳から 39 歳の被保険者へスマホ等を利用した簡易な健診と健康情報の提

供を行います。また小学生を対象に健康を考えるポスターコンクールを実施

し、若年層に対する健診への啓発及び勧奨に取り組みます。 

平成 28 年度当初予算：6,734 千円 

 

9 月末の 

進捗状況 

【○】 

対象者約 4,000人に案内を送付し、申込み人数が定員 500人を達成した。 

現在 354 人が健診を完了しており、結果に応じた健康情報を随時提供してい

る。 

 

 

 （８）子ども医療費助成事業の実施 

 

重点施策・事業

における目標 

子どもの健やかな育成を図るため、医療費の一部を補助し、子育て世代の

経済的負担を軽減することで、子育てを支援します。 

平成 28 年度の

取り組み 

通院・入院にかかる医療費について、中学校 3 年生までを対象に医療費の

一部を助成するとともに、高校生世代までの拡充実施に向けて、課題整理

を行います。 

平成 28 年度当初予算：1,368,692 千円 

 

9 月末の 

進捗状況 

【○】 

大阪府福祉医療費助成制度（乳幼児医療を含む）の改正が検討されているこ

とからその動向を注視し、子ども医療（大阪府では乳幼児医療）を含めた今

後の枚方市医療費助成制度の整理を行い、適切に対応していく。 

 


